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２学期も残り２週間です。 

２学期は１年間で一番長い学期です。過ぎてしまうとあっという間ですが，多くの行事や新体制での部活

動，様々な授業を一生懸命に取り組む生徒の皆さんの姿がたくさんありました。 

様々な場面で生徒の皆さんの頑張りが光る一方で，先日，みなさんに注意喚起し確認をしなければならない

残念なこともありました。それは，SNSの利用についてです。今回，「SNS上に誹謗中傷の内容を書き込み，

相手を傷つけた」ことや「勝手に他人の写真等をSNS上に掲載し，その情報が拡散された」ことがわかり，該

当生徒に聞き取りや指導を行う事がありました。そして，全校生徒の皆さんにもSNSの利用について，再度正

しい利用についての啓発を行いました。 

スマートフォンをはじめ，情報通信が可能な機器の利用は日常生活を豊かにする便利な物です。しかし，使

い方を間違えると本人だけでなくその周りまで傷つけてしまうことがあります。そしてネット上にアップされ

た情報については完全に削除することはできません。 

ここで再度，みなさんに確認したいと思います。 

 

・SNS 上に誹謗中傷の内容を書き込んだり本人の許可なく写真を撮影す

ることや撮影した写真を本人の許可なく勝手に掲載したりすることは

犯罪にもつながりかねない行為であり，決して行ってはいけない行為で

ある。 

・相手の気持ちを考えて発言や行動を行い，思いやりの心をもって接する。 

・トラブルの時はすぐに自分一人で抱え込まず，周囲の大人に相談する。 

 

誰もが安心して生活するためにも，スマートフォンやタブレット等の正しい使い方とその危険性を十分に理

解し，ルールとマナーを守り使用しましょう。また，情報通信が可能な機器の使用に限らず，思いやりのある

言動を心がけ，市立三次中学校の生徒としての自覚と責任のある行動を行っていきましょう。 

 

保護者の皆様へ。アンケートへのご協力ありがとうございました。 

１学期に引き続き，２学期も学校・家庭が連携して「いじめの問題」に取り組む手段の一つとして，生徒ア

ンケートに加え，保護者アンケートを実施しました。１１月に実施した「いじめ」「体罰」「セクシャル・ハ

ラスメント」アンケートでは，１学年４２名中２８名，２学年３４名中２３名，３学年５８名中４１名の保護

者の方からアンケートの回答がありました。ご協力ありがとうございました。生徒アンケート及び保護者アン

ケートの結果は以下の通りです。 
 
 



【 生徒アンケート結果 】 

 いじめ 体罰・セクハラ 

 受けている（受けていた している（していた） 聞いたことがある 受けた 

 あてはまる あてはまる あてはまる あてはまる 

１年生 ０ ０ １ ０ 

２年生 ０ ０ ０ ０ 

３年生 ４ ３ ４ ０ 

 

【 保護者アンケート結果 】 

 いじめ 体罰・セクハラ 

 受けている している 聞いたことがある 受けた 

 あてはまる わからない あてはまる わからない あてはまる わからない あてはまる 

１年生 １ ７ ０ ４ ２ １４ ０ 

２年生 １ ３ ０ ２ ２ ６ ０ 

３年生 ２ ８ １ ７ ２ ２３ ０ 

 

生徒アンケートの「（いじめを）受けている（受けていた）」いう質問項目に「あてはまる」を回答した生

徒については担任から確認を行い，その結果，「SNSへの誹謗中傷の書き込みがあった」「昨年度以前から暴

言や暴力を受けていた」「すれ違う時にぶつかられる」ということでした。SNSへの誹謗中傷の書き込みにつ

いては，アンケート実施以前に指導等の取組を進めていました。その他の内容についても該当生徒への聞き取

りを行い，取組を進めております。また，「（いじめについて）聞いたことがある」という質問項目に「あて

はまる」を回答した生徒への確認からもこれらの内容に関わる事であったため，今後も心配事や具体的事象等

あればすぐに相談するよう声掛けをしております。そして，「（いじめを）している（していた）」という質

問項目に「あてはまる」を回答した生徒についても確認を行い，SNSへの誹謗中傷の件で取組を行ったことに

ついての内容でした。引き続き，継続指導を実施しています。 

保護者アンケートについても，それぞれの質問項目に「あてはまる」を回答いただいた保護者の方へは確

認・連絡をさせていただいております。 

中学校では引き続き，いじめは，どの子どもにも，どの学年，学級でも起こりうるものだという認識で，学

校全体の取組を進めていきます。そのためには，少しでも「おかしいな」と思ったことを教職員と保護者が共

有していくことが大事だととらえています。学校（教職員）は，生徒の様子を見ていきます。変わったところ

があれば，本人と話をし，家庭連絡をしていきます。お家の方でも何か気づかれたことがありましたら，学校

までご連絡ください。学校と家庭で連携して取り組んでいきましょう。 

これからも学校（教職員）は，いただいたご意見をもとに，どの生徒も安心して学校生活を送ることを最優先

に取組を進めます。アンケートへのご協力，本当にありがとうございました。引き続き，本校教育にご理解とご

協力をお願いいたします。 


